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特集 社会学はいま、何をなすべきか

一社会学徒の独白

吉原 直樹

1.私 は事情があって本務校の講義 のほかに2,3の 大学で教鞭を執 っている。その うち

のひ とつ とは、もうかれこれ10年 近 くの 「つ きあい」があ り、あるときには本務校 のコマ

数に近い講義をこな していた ぐらいだか ら、 そのかかわ りは非常勤 といって も半端な もの

ではない。そんな講師業を私はのんべんだ らりとや ってきたのであるが、ここにきて教壇

に立っていてオヤ と思 うことが多 くなった。著名な社会学者たちの名前を出して も学生た

ちはき ょとん としているのである。ハ ッと思 って、 ウェーバー、デ ュルケーム、ジンメル
…等々名前をあげて知 っているか と尋ねてみ ると、ほんのわずかばか りの学生がそ ういえ

ば名前ぐらいは聞いたことがあるとい うだ けで、ほとん どの学生は知 らない し読んだ こと

もないと答 える。私はふだん 「社会学者」 と呼ばれる人びとと交わ っているので、かれ ら

の指導を うけた社会学専攻の学生たちがス ミスやマルクスについて知 らない としてもさほ

ど奇異には感 じない。 けれ ども、ウェーバーやデュルケームがかれ らにとって 「無名」 で

あることをすんな りと受け入れ るには、やは り抵抗がある。

 思いあまって、今春(95年)の 開講時に学 生たちに小 さな レポー ト用紙を配って、知 っ

ている 「社会学者」の名前を 自由に しるさせ た。意外にとい うか、あるいは案の定 とい う

か、上位3位 までの ところにいまは ときめ くH,U, Mの 名前が集 中した。そ してウェー

バー、デュルケームはといえば、かろ うじて 下位に名前をつ らねるにすぎなかった。 この

ことを親 しい友人に こぼ した ところ、かれはやや皮肉っぽい笑みを浮かべて、だか ら社会

学は 「社怪学」なんだ よと、筒井康隆 と同じよ うな ことをいってのけた。もっとも、哲 学

を専攻するかれによれば、あちらの業界でも状況はあまり変わ らない とい う。あるとき、

かれの研究室にお しか けてきた学生がマル クスについて知ったようなことをい うので、 ど

こで勉強 したのだ と聞いてみ ると、Kと い う文芸評論家の名前を何 ら臆することな くあげ

たとい うのだ。経済史を専攻する別の友人もまた口裏を合わせたよ うに、同 じた ぐいの繰

りごとを吐 く。ちなみに、止揚を 「トメアゲ」 と平然といい放つ学生には、驚きを超 えて

いらだちを覚えたとい う。

 哲学や歴史学がそんなだか ら、所詮社会学 はと思 ってみ るのだが、私の社会学に投 じる

吐息はこの ところ深 くなるばか りだ。鳥兎勿勿たる歳月にもま して、私たちを沸き立たせ

た名 うての社会学者が急速に 「無名」になってい く状況に容易な らぬものがある と考える

のは、涯 して私ひとりだ けであろ うか。この期に及んで と他人(ひ と)は い うか もしれ な

いが、作品 とそれを ものにした社会学者の重 量がひ らりとかわ される社会学の動向は、 奇

妙な変転をとげているとい う他ない。むろん、昨今何かにつけてある種の 「社会学者」 の
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本が取 り沙汰 されるのは、それはそれで社会 学業の興盛を しめす もの といえるだろ う。 け

れ どもそ こには、 「社会学者」 としての過剰 なまでの自意識、そ してやた ら 「ものわか り

のいい社会学者」を演 じたがるパ フォーマンスをみることはできても.も のごとの底にか

くれている意味を ドラマチ ックに構成 しよ うとす る制作意欲には乏 しいよ うにみえる。 社

会学的想像力がすっか り現実に追い抜かれて しまってお り、そ こか ら時代の憂愁が立ちの

ぼって くることを期待するのは、まった く困難な状況だ。だか らこそ、創始者たちのマ イ

ン ドに立ちかえって想像力の回復をもとめる ことが要請 されるのだが、み られ るよ うに社

会学者 「無名の時代」が この業界をす っぽ り覆ってお り、事態はそ う単純にひ らかれそ う

にない。

2.そ れに しても、海の向こ う側で社会学の危機が取 り沙汰され るよ うになってか らず い

ぶん時が経 った。その走 りの議論に出 くわ したのが、ち ょうど私が経済学か ら社会学に転

じた頃であ り、当時なぜ危機なのか と真剣に考えた ものである。私はもどか しが り、社会

学には致命的な欠陥が内在するのではないか 、 と考えないわけではなかったが、いまもっ

て明確な答えを見いだ し得ないでいる。 この間、社会学徒 としての私の歩み は身近の友 人

たち と較べて も相当にのろまであ った。けれ どもここにきて、社会学の危機がいっそ う増

幅 された形で立ちあらわれ るなかで、その実 相がなん とな くわか るよ うになってきた。 い

や少なくとも、そんな気がするのである。

 巷間伝えられる ところによると、イギ リスの社会学 とりわけ経験的社会学はサ ッチャ リ

ズムが吹き荒れるなかできわだ ってむずか しい状況においや られ、いまもって旧に復 して

いないとい う。 「宗主国」であるア メリカもまた、デパー トメン トの縮小や模様替えが 目

立っなかで、社会学に向け られた、半ば自虐 的な意識 と化 した危機論が下火になる気配 は

ない。む しろ、社会学的プログラムにたいす る公的関心の衰微(e財 政 削減)が いっそ う

すすみ、社会学業がまぎれ もなく商品価値を失いはじめているとい う現状認識の上に、危

機論はますます得体の知れない拡が りをみせているといえる。それは、下地をな している、

社会学が凝集力のある理論的核 を喪失 してい るとい う認識を、こんにちの歴史的境位を前

に して社会学が知の掘 り出 しに必ず しも成功 していないとい う反省的視座に立って練 り上

げてい くとい うものではなく、やや もすれば 行き先不明の無常感のような ものに導きが ち

である。

 社会学業がたまたまある時期に商品価値 を生みだ し、時代の移 り行きに うま く乗れたか

らとい って、それで社会学の社会的価値がふ くらむとい うものではない。逆に商品価値 が

急激に 下落 したか らといって社会学の社会的価値がいちじるしく損なわれて しま うとい う

わけで もない。世俗的な浮き沈み とは別に社会学の危機が取 り沙汰され るのは、それが視

野の閉塞 と方法の枯渇 とい う状態に陥っているか らである。私は社会学に何ほ どかかかわ っ

てきて、このことをひ しひ しと感 じる。 さまざまな論議が立ちあ らわれては消えていくな
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かで、 「都市の危機」をつ らぬいている時間 と空間の変容にたい して無 自覚なままに、都

市社会学のレゾン ・デー トルを詮議することのむな しさを噛み しめているといってもよい。

そ うはいっても、ここか ら危機論を艇々 と展 開するとい うのではない。社会学の危機 と社

会の危機 とが相同的であるこ と、そ して危機か ら再構成への道筋を しめす ことが取 り急 ぎ

問われていることを確認 しさえすればよいのである。

3.私 が拙い社会学徒 としての半生を振 り返 って感 じるのは、社会学は、これは凄い、 と

ひたす ら感心 して しまうような ものではない とい うことである。考えてみれば、私は別 に

志があって社会学徒にな ったわけではない。経済学に興味 をなくした ときに、たまたまそ

こに社会学があろたにすぎない。 とにか く自分の前に拡が る未知の現実をあて どな く彷裡

ううちに、いつのまにか現実の向こう側 にた どり着いていたこと、そ してその地点か ら想

像力をふ くらませてい くのに何か新 しい知の枠組が必要になっていたことが、私を社会学

に向かわせたのである。私は社会学徒であ りなが ら、長い間社会学にたい して覚めた態度

で接 してきた。社会学 とはこ うい うものか、それな ら社会学はお もしろいものか もしれ な

いと私が考えるようになったのは、現実の向 こう側で さまざまな作品に出会い、語 り合 え

る 「社会学者」に遭逢 してか らである。最初 か ら社会学への憧れを抱いていたわけではな

い。現実を隈な くめ ぐり歩きその全体像を知 悉する途次で、社会学 とい うものの背後にあ

る論理体系に思いをいたす ようになったので ある。そ して、 こうした論理体系の樹立のた

めに心を悩ませ、生涯の大半を費や した社会 学者たちの生き様にひどく心が踊 ったので あ

る。作品が紡がれた場 と状況に降 りて、作品をものに した社会学者の視線の高 さで 「歴史」

に出合 うことに無上の喜びを覚えたものである。

 けれども、 こうした私の体験は、社会学者 「無名」の世代に とってはきわめて主観的 で

あ り、滑稽な事態に陥 っているとい うことに なろ う。だか ら、それ をもって冒頭で触れ た

ような現状 を嘆 くことは、全 く無意味であ り詮ない ことである と思 う。ただ私 自身、かれ

らとの共存がある臨界局面に達 していることを、この ところとみに強 く感 じる。結局、社

会学業の隅のほ うで細々と自分の仕事を続 けてい くしかないが、ある種の 「社会学」が践

雇するいまの形勢がいつ まで も続 くとは思われない。海の向こ う側の社会学の危機がいつ

こちらに飛び火するかわか らないとい うのが、いまの状況である。

                          (よしはら なおき 東北大学文学部)
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